
新型コロナワクチン接種事業
～ 国からのワクチン供給計画を受けた

当面の緊急措置と今後の対応方針 ～



１

１ ６５歳以上の高齢者の接種状況

〇 京都市内の接種回数 【７月５日ＶＲＳ（ワクチン接種記録システム）情報】

１回目 ２８２，３５６回（７１．４４％）（全国平均：６７．６２％）

２回目 １７５，８６１回（４４．５０％）（全国平均：３５．８６％）

〇 高齢者施設での接種状況

高齢者施設５０４施設中４８７施設（約９７％）で接種済または実施中

全国を上回る接種率で順調
に進んでいます！

〇 高齢者へのきめ細やかな周知

民生委員，老人福祉員等の顔の見える地域ネットワークを活かした更なる周知を実施

高齢者の接種が進むことで重症化する方が減少！

〇 集団接種を希望された方への御案内の状況（７月５日時点）

・ 総登録数 ： ６４，５２７人

・ 重複している方を除く実登録数 ： ５０，５４４人

・ 御案内数 ： ５０，００４人

（予約完了：３５，０２５人，他で予約のため辞退等：１４，９７９人）

約９９％の方が予約完了または登録辞退を確認

直近2週間（6/22～7/5）
65歳以上の感染者数/全体の感染者
＝10人/146人 ＝6.8％
京都市の65歳以上の人口（令和2年10月）
28.2%
⇒ 高齢者の感染は明らかに減少



２

２ 基礎疾患を有する方の接種前倒しとエッセンシャルワーカーの接種実施

高齢者の接種が順調に進んでおり，前倒しして６月１６日から，

身近な医療機関で基礎疾患を有する方の個別接種を開始

＜基礎疾患を有する方の登録期間（集団接種）＞

６月２８日（月）～６月３０日（水）［第１期］

７月１日（木）～７月４日（日）［第２期］

また，エッセンシャルワーカーとして，保育職員や教職員，

介護サービス従事者に加え，公共交通機関（バス，タクシー）や

ごみ収集業務の従事者等の接種を実施

（約１４，５００人に接種）［７月２日時点]



３

３ ワクチン供給状況 ①

〇 本市の接種体制の拡充，加速化に，国からのワクチン供給が当面対

応できず，更に接種を進めていくために必要な量を確保できない状況

〇 国に対して，必要な量の供給を強く要望

＜今後のワクチン供給状況＞

・ ７月１０日頃 １２５，１９０回分（６２，５９５回／週）

・ ７月２４日頃 ９３，６００回分（４６，８００回／週）

週 配送数

６月 ７日の週 ９６，８９４回

６月１４日の週 １１５，１９４回

６月２１日の週 １０９，４５２回

６月２８日の週 １２９，３３６回

（参考）これまでのワクチン配送状況

⇒  ７月以降は半分以下にペースダウン



４

４ ワクチン供給状況 ②

令和３年７月５日



５

５ 当面の緊急措置①

高齢者接種，２回目接種を確実に行うため，

７月１２日（月）から７月３１日（土）まで，全ての医療機関（個別接種），

集団接種会場で，新規（１回目）接種を停止（予約も停止）

＜7/3（土）発表済＞

医療機関によるワクチン発注上限の変更

７月５日の週 週２０バイアル（１２０回分）

７月１２日の週から７月２６日の週までの３週間

医療機関からの発注上限を「週１０バイアル（６０回分）」に

※ 在庫を使っても２回目接種分が不足する場合は，京都市に相談を

＜個別接種＞

＜全体＞

優先して必ず確保します！

週 上限

６月 ７日の週 週５０バイアル（３００回分）

６月１４日の週 週５０バイアル（３００回分）

６月２１日の週 週７０バイアル（４２０回分）

６月２８日の週 週７０バイアル（４２０回分）

（参考）



６

６ 当面の緊急措置②＜集団接種会場＞

〇 土・日の区・支所ごとの１４会場

７月２５日（日）までは，２回目接種のみ

７月３１日（土），８月１日（日）は，接種中止

〇 平日のイオンモールＫＹＯＴＯ・西陣織会館

７月２０日（火）までは，２回目接種のみ
７月２１日（水）から３０日（金）までの間は，接種中止

〇 ＫＢＳホール（7/13～），国立京都国際会館（7/17～），
京都看護大学（7/17～）

８月以降に開始時期を延期

７月は，２回目接種のみ

〇 京都工場保健会・京都予防医学センター

国に対し強く要望しているが，ワクチンが供給されないため，
以下の措置を実施



７

７ 当面の緊急措置③＜集団接種の希望登録＞

〇 集団接種の希望登録受付

６月２８日から開始。登録受付は継続

＜集団接種を希望登録された方の登録状況（７月５日時点）＞

・ 基礎疾患を有する方
希望登録者 ： １２，０７１人（１日平均約１，５００人（６月２８日から７月５日まで））

第１期・第２期登録者数 ： １１，３９３人
（６月２８日から７月４日まで）

・ それ以外の方
登録者数 ： ３０，３９１人（１日平均約３，８００人（６月２８日から７月５日まで））

高齢者・基礎疾患を有する方の接種を進めるため，

７月１２日の週から，エッセンシャルワーカー（早期接種対象者）の接種会場であ

る「みやこめっせ」に，約３千人を案内・接種

８月以降，本格的に案内・接種

モデルナ社製を使用



全 体 像

ファイザー１億回 ファイザー7,000万回
（７～９月は，ファイザーを
各クール10,000箱程度配送） ファイザー2,000万回

モデルナ5,000万回

合計 2億4,000万回

全ての人に２回接種するだけのワクチンを確保

６月まで ７月 ８月 ９月 １０月，１１月

ワ
ク
チ
ン
の
供
給

令和３年７月２日

８ ８月以降のワクチンの供給見込み①

＜国の供給計画＞

８



９

９ ８月以降のワクチンの供給見込み②

［８月以降の配分］
各クール（２週間ごとに）１０，０００箱程度を配送予定
うち，８，０００箱（９３６万回分）程度は，人口規模に応じて各市町村に割当

２，０００箱（２３４万回分）程度は，在庫率や直近の接種実績に応じて割当

京都市への基本配分枠
２週間で，約８０箱（９３，６００回分）
⇒ 国からの供給量に応じた接種体制を構築

更に国に対し必要な量の供給を強く求める

［第１０クール（７月１９日と２６日の週）の配分］
１０，６００箱を配分
うち，８，０００箱（９３６万回分）は，６４歳以下の人口に応じて配分

２，６００箱（３０４万回分）は，次のとおり配分

・ 「自治体の大規模接種」申請案件（モデルナ社製で保留中）で，７月最終週までの必要量

・ 在庫率の低い上位２００番程度の自治体



１０

１０ ８月以降の接種体制

〇 個別接種 約４万回/週

（参考値）
９００医療機関×７バイアル（４２回分）/週＝３７，８００回

これまでは，国の方針に基づき，医療機関の希望数を配送
８月以降は，本市からの割当数の範囲内で接種を予約

〇 集団接種 約１万回/週



１１

１１ 今後の集団接種会場

〇 区・支所ごとの１４会場 ［土・日］

・ ８月から接種を再開
・ 再開に当たっては，会場の統合，実施時間の変更等を検討

〇 イオンモールＫＹＯＴＯ ［平日］

・ ８月から接種を再開
・ ６４歳以下の方の接種に合わせ，夜間実施を検討

〇 ＫＢＳホール ［平日］，国立京都国際会館 ［土・日］，京都看護大学 ［土・日］

・ 登録受付を継続
・ 基礎疾患を有する方から，順次，上記の集団接種会場等の案内

・ 施設や関係団体と実施日程を調整のうえ，８月以降接種開始

〇 集団接種の希望登録（基礎疾患を有する方，６４歳以下の方）



１２

１２ 今後の接種見込み ①

○ 集団接種の希望登録者

（７月５日時点）

・ 基礎疾患を有する方 ： １２，０７１人

・ それ以外の方 ： ３０，３９１人

⇒  ９月中旬までに接種予約を御案内できる見込み

※ 接種日の概ね１週間前にコールセンターから順次，

接種日時，場所等を御案内

※ 京都府医師会の「京あんしん予約システム（個別接種医療機関

予約システム）」との連携により，市民の皆様の予約・接種を円滑に



１３

１３ 今後の接種見込み ②

○ 職域接種による接種見込み

全国で３，７００万回分（１，８５０万人）の申請
（モデルナ社製ワクチンは，国で５，０００万回分を確保）
⇒ 京都市の人口比では，約３７万回（推定）分（約１８．５万人）

更に職域接種を見込むと，１１８．３万回ー３７万回＝８１．３万回

週５万回以上接種と，職域接種（企業・大学等での接種）と併せて

１０月末（１７週）までに完了予定

＜６４歳以下の方の接種（見込み）＞

・ ６５歳以上の高齢者 約４１万人 ［接種回数（見込み）］約６１．５万回（４１万人×２回×７５％）

・ ６４歳から１２歳の方 約８７万人 ［接種回数（見込み）］約１２１．８万回（８７万人×２回×７０％）

これまでの接種回数 約６５万回分（７月２日までのワクチン配送数）

６１．５万回＋１２１．８万回－６５万回＝１１８．３万回



１４

１４ ＶＲＳ（ワクチン接種記録システム）の登録促進

○ ワクチンの円滑な接種を支援するＶＲＳの登録を促進

・ ７月５日までに１１医療機関，８，３１４回分の入力を支援

・ 今後，更に１２医療機関の入力支援を実施

個別の医療機関のＶＲＳ登録実績，Ｖ－ＳＹＳ（厚生労働省のシステム）接種実

績データ（接種券のない方の接種実績等），本市で把握する医療機関からのワク

チン発注実績を突合することで，ＶＲＳの登録が進んでいない医療機関を把握。

効果的な入力支援等につなげていく。

※ 接種会場（医療機関）ごとの接種数（累計）データを，自治体が

確認することが可能に（本日，国システムの行政メニューでお知らせ）。


